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(1) 基本的な微分
この授業では簡単な関数（多項式、指数関数、対数関数、三角関数等）の導関数を計算し
ている。一覧を下記に記すと
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この他に逆三角関数の導関数もあるが、期末テストの試験範囲からは除外する。

(2) 積と商の微分＆合成関数の微分 (超̇重要)

(1)で挙げた関数を組み合わせた関数の導関数を求めるためには、和・差・積・商の微分
と合成関数の微分（場合によっては逆関数の微分）　の計算ができることは重要である。

　　微分可能な２つの関数 f(x), g(x)の和・差・積・商の微分については
　次の公式によって簡単に求めることができる。

a) 和＆差： (f(x)± g(x))′ = f ′(x)± g′(x)　（復号同順）

b) 積： (f(x)g(x))′ = f ′(x)g(x) + f(x)g′(x)

c) 商：
(
f(x)

g(x)

)′

=
f ′(x)g(x)− f(x)g′(x)

{g(x)}2



例題．次の関数の導関数を求めよ
1)

(
(x2 + x+ 1)(3x− 2)

)′
(
(x2 + x+ 1)(3x− 2)

)′
=

(
(x2 + x+ 1)′

)
(3x− 2) + (x2 + x+ 1) ((3x− 2)′)

= (2x+ 1)(3x− 2) + (x2 + x+ 1)× 3

= (2x+ 1)(3x− 2) + 3(x2 + x+ 1) （⇐ ここまで整理できていれば正解とする）

= 6x2 − x− 2 + 3x2 + 3x+ 3 = 9x2 + 2x+ 1
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(
x+ 2
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)′

(
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)′

=
(x+ 2)′ × (x3 − 1)− (x+ 2)× (x3 − 1)′

(x3 − 1)2

=
1× (x3 − 1)− (x+ 2)× 3x2

(x3 − 1)2
（⇐ 分子の括弧ははずして整理すること）

=
x3 − 1− 3x3 − 6x2

(x3 − 1)2
=

−2x3 − 6x2 − 1

(x3 − 1)2
（⇐ ここまで整理できて正解とする）

合成関数 f(g(x))の微分は

合成関数：(f(g(x)))′ = f ′(g(x)) · g′(x)　　〔形の微分×中身の微分〕

例題．次の関数の導関数を求めよ

1) (x2 + 3)2の微分

　　　 t = x2 + 3とすると、（形）t2
微分⇒ 2t　　（中身） x2 + 3

微分⇒ 2x　となるので、(
(x2 + 3)2

)′
= 2(x2 + 3)︸ ︷︷ ︸× (2x)︸︷︷︸ = 4x(x2 + 3) = 4x3 + 12x

　　　　　　　　　　　　　 　　 形式的な微分　　 中身の微分

2) log(5x2 + 3)の微分

　　　 t = 5x2 + 3とすると、（形）log t
微分⇒ 1

t 　　（中身） 5x2 + 3
微分⇒ 10x　となるので、

(
log(5x2 + 3)

)′
=

1

5x2 + 3︸ ︷︷ ︸× (10x)︸ ︷︷ ︸ = 10x

5x2 + 3

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 形式的な微分　 　中身の微分
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　次の関数の導関数を求めよ

(1) 3x5 − 5x− 3

x3
　 (2)

x3 − 3x+ 1

x− 3
　 (3) cos(2x2 − 3x)　 (4) (3− 4x)6
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